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まずXを複素数体上の平滑な代数多様体、Xをその良いコン
パクト化とする。このとき、X上の可積分な接続 (線形微分方程
式系)(E,∇)は、X \Xの各既約成分の生成点の所で対数的可積分
接続に延長可能であれば、X上の対数的可積分接続に延長される
(つまり確定特異点型をもつ)ことが知られている。また、この対
数的延長可能性は「曲線による切断」により判定できることも知
られている。
本講演では、これらの事実の p進的な類似を考える。Kを p進

体、OKをKの整数環、kをその剰余体とする。そして k上の平滑
な代数多様体Xとその良いコンパクト化Xを考える。このとき、
可積分接続に対応する対象はある収束性 (過収束性という)を満た
す、(X, X)から定まるあるK上の p進解析空間上の可積分接続 (p

進微分方程式)であり、(X, X)上の過収束アイソクリスタルと呼
ばれる。これがいつX上に対数的に延長されるかについて、また
この場合の「曲線による切断」による判定条件について述べる。
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